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助産師の就業先の偏在が、安全・安心な出産環境の整備に向け

て、大きな課題である。日本看護協会では、地域全体の医療提

供体制のもとで、助産師としての助産実践能力の強化を支援し、

助産師の就業先の偏在も是正できるよう、助産師出向システム

の推進を検討している。 

そこで、助産師出向システムに関する看護管理者及び

助産師の意向を明らかにすることを目的にアンケート調査

を実施した。  

助産師出向システムとは、現在の勤務先の身分を有しながら、 
半年間から1年間程度、他施設で助産師としての助産業務を行うもので
あり、助産実践能力の強化と就業先の偏在是正を目的とする。 

背景と目的 
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＜調査対象および回収率＞ 

【施設調査】 ①病院調査票：全国のすべての分娩取り扱い病院の産科病棟看護管理者 

    54％（595施設／1,109施設） 

        ②診療所調査票：全国のすべての分娩取り扱い有床診療所の看護管理者 

         22％（355施設／1,610施設） 

【個人調査】 ③助産師調査票：日本看護協会助産師会員 

                                                                      （勤務先が病院・診療所・教育機関） 

                     36％（7,788人／21,437人） 

＜調査期間＞ 平成24年8月1日～9月30日 
 

＜調査方法＞   郵送による無記名自己記入式質問紙法 
   
＜倫理的配慮＞ 

   日本看護協会研究論理委員会の承認により実施した。調査へ
の協力は自由意思であり、個人名や施設名が特定されること
はない。 

2 

方法 



30都道府県 計69病院 

北海道 10病院 

長野 5病院 

東京 4病院 

愛知 4病院 

大阪 4病院 

埼玉 3病院 

神奈川 3病院 

静岡 3病院 

滋賀 3病院 

鹿児島 3病院 

秋田 2病院 

栃木 2病院 

千葉 2病院 

新潟 2病院 

冨山 2病院 

和歌山 2病院 

広島 2病院 

他施設への助産師出向経験がある77病院のうち、 
所在地が分かる69病院の内訳（30都道府県） 

30都道府県 計69病院 

茨城 1病院 

福島 1病院 

山梨 1病院 

群馬 1病院 

岐阜 1病院 

兵庫 1病院 

京都 1病院 

岡山 1病院 

愛媛 1病院 

香川 1病院 

福岡 1病院 

熊本 1病院 

宮崎 1病院 

現在、 
出向している 

以前、 
出向していた 

他施設への助産師出向
経験がある病院 

77病院 17病院 60病院 

（単数回答） 

現在、 

出向を受け
入れている 

以前、 

出向を受け
入れていた 

助産師出向の受け入れ
経験がある病院 

56病院 16病院 40病院 

助産師出向の受け入れ
経験がある診療所 

15診療所 6診療所 9診療所 

（単数回答） 

他施設への助産師出向経験がある病院（有効回答） 

他施設から助産師の出向を受け入れている病院と診療所 
（有効回答） 

●有効回答に関係なく、「出向経験のあり・なし」の回答

項目だけをみると、他施設への助産師出向経験がある病院

は89病院にのぼり、病院調査票 回収数595病院のうち

14.9％を占める。  

●「受け入れ経験のあり・なし」の回答だけをみると、 

他施設からの助産師出向受け入れ経験がある診療所は21

診療所にのぼり、診療所調査票回収数355診療所のうち

5.9％を占める。 

結果 助産師出向の実施状況 （病院・診療所調査票） 
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２３都道府県 計５３人 

大阪府 9人 

栃木県 8人 

北海道 7人 

兵庫県 4人 

秋田県 2人 

福島県 2人 

埼玉県 2人 

富山県 2人 

静岡県 2人 

鹿児島県 2人 

２３都道府県 
計５３
人 

山形県 1人 

群馬県 1人 

東京都 1人 

長野県 1人 

岐阜県 1人 

京都府 1人 

和歌山県 1人 

鳥取県 1人 

島根県 1人 

岡山県 1人 

高知県 1人 

福岡県 1人 

佐賀県 1人 

現在、他施設へ出向している助産師（53人）の 
所属先機関の所在地内訳（23都道府県） 

●他施設への出向経験がある助産師は128人で、助産師調

査票回収数7,780人のうち1.6％を占める。 

現在、 

出向してい
る 

以前、 
出向していた 

助産師としての出向経
験がある助産師 

128人 53人 75人 

（単数回答） 

助産師として出向した経験がある助産師（有効回答） 

  助産師出向の実施状況 （助産師調査票） 
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病院の考え 
（ n= 497病院） 

診療所の考え 
（ n= 328診療所） 
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助̧産師出向を受け入れたい病院106施設（21%）+診療所130施設(40%）=236施設 

一̧定条件が整えば、他施設への助産師出向を検討する病院=251施設(59%） 

数̧字のうえでは需要と供給が成立しているが、助産師出向の前提として「現在よりも助産師数が 

増員されること」を指摘している施設も多い。 

助産師出向に関する看護管理者の意向 
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出̧向経験のある助産師128人中、「機会があれば、また、他施設へ出向したい」と答えた助産師が

79人（61.7%）。「一定の条件が整えば、他施設への出向を検討してもよい」と回答した助産師は

106人（82.8%）。出向経験がない助産師3770人中、「一定の条件が整えば、他施設への出向を検

討してもよい」と答えた助産師2973人と合わせて、有効回答者数のうち3079人（79%）である。 

助産師出向に関する助産師の意向 
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就業継続意思× 出向の意向 
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87 

就業継続意思と助産師出向への意向 
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「̧現在勤務している病院からの退職を考えている助産師」の中で、「一定の条件が整えば他施設への出向

を検討してもよい」と回答した助産師は84.0％（456人）である。 

「̧退職を考えているが、出向してもよい」と回答した助産師のうち40％は20代で、多くは未婚である。

一方で、33％を占める30代は既婚が43％であり、家庭生活との調整のもとで出向が可能と考えられる。 7 
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現在勤務している病院からの退職を考えて 
いる助産師の出向の意向（ n= 557人） 

24 29 53 4 

147 152 236 22 

病院機能別にみた、就業継続意思と助産師出向への意向 

「̧現在勤務している病院からの退職を考えている」助産師の中で「出向を検討してもよい」と回答した

助産師を病院機能別でみると、総合周産期母子医療センターが86.0％、地域周産期母子医療センターが

84.0％、一般病院が81.7％である。 
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Å病院看護管理者の59％（292病院）、助産師の79％

(3079人）が、助産師出向に前向きである。助産師出向シス

テムへの関心は高く、継続的に実施可能な体制を地域全体で 

構築することで、全国規模の展開が可能と考えられる。 

 

Å現在勤務している病院からの退職を考えている助産師

のうち、84.0％（456人）が助産師出向に前向きである。 

限られた医療資源の有効活用や助産師にとっての新たな成長の

機会として、助産師出向の活用が期待される。 

考察   
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Å退職を考えている助産師割合は総合周産期母子医療

センターが28.5％ともっとも高く、退職希望のある助産

師のうち、助産師出向を前向きに捉えている助産師は

総合周産期母子医療センターが86.0％（147人）、次い

で地域周産期母子医療センターが84.0％（152人）である。 

地域の周産期医療提供体制のもとで、主にハイリスク妊産婦へ

の助産ケアを担ってきた助産師が、新たな成長の機会を得て、

多様な助産実践能力を継続的に高められるように、助産師出向

の仕組みを地域全体で構築することが望まれる。 

考察   
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